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泊
山
登
山
道
整
備
な
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 ◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
１
１
月
２
０
日(

水) 

晴 

◇
参
加
者
；
沖
崎
吉
信
、
山
川
治
雄
、
梶
野
照
雄 

（
３
名
） 

 

令
和
２
年
の
１
月
に
登
山
が
予
定
さ
れ
て
い
る
子
ノ
泊
山
だ
が
、
先
日
山
川

さ
ん
か
ら
「
登
山
道
を
整
備
し
た
い
」
と
の
お
話
が
あ
っ
た
の
で
、
連
絡
を
取

っ
て
日
帰
り
で
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
沖
崎
さ
ん
も
荷
揚
げ
品
が
あ

る
の
で
参
加
す
る
と
電
話
を
頂
き
、
参
加
者
は
３
名
に
な
っ
た
。 

 

午
前
５
時
に
家
を
出
る
。
十
津
川
の
道
の
駅
と
熊
野
川
の
道
の
駅
で
休
憩
し

て
９
時
少
し
前
に
沖
崎
さ
ん
宅
に
到
着
、
沖
崎
車
に
同
乗
し
て
桐
原
集
落
に
向

か
う
。
桐
原
の
三
差
路
で
山
川
さ
ん
と
出
会
い
登
山
口
を
目
指
し
た
。 

 
 

 
 

 

道
の
駅
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

 

子
ノ
泊
山
桐
原
登
山
口 

 
 

消
防
車
両
が
駐
車 

桐
原
の
登
山
口
に
１
０
時
に
到
着
。
登
山
口
前
の
空
き
地
に
消
防
車
両
が
停
ま

っ
て
い
た
。
こ
こ
に
山
川
車
を
停
め
て
、
沖
崎
車
で
尾
根
登
山
口
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
ま
で
歩
く 

 
 

 
 

 

尾
根
登
山
口 

 
 

落
ち
た
標
識
を
付
け
直
す 

 
 

 
 

 

ノ
コ
で
倒
木
切
除 

 
 

 

山
彦
新
道
閉
鎖
の
看
板 

 
 
 

ヤ
ケ
嵓
か
ら
熊
野
川 

１
０
分
ほ
ど
で
尾
根
登
山
口
に
着
く
。
こ
ち
ら
側
に
も
消
防
車
両
が
駐
車
し
て



い
る
の
で
、
両
方
の
登
山
口
か
ら
消
防
署
員
が
登
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

登
山
口
か
ら
少
し
先
の
広
く
な
っ
た
道
路
脇
に
車
を
止
め
て
歩
き
始
め
た
。 

 

桐
原
登
山
口
は
道
路
か
ら
見
る
限
り
か
な
り
の
急
登
だ
っ
た
が
、
尾
根
登
山

口
か
ら
の
登
山
道
は
急
登
と
言
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

玉
置
山 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

山
頂
直
下 
 

 
 

子
ノ
泊
山
山
頂
に
到
着 

沖
崎
さ
ん
は
標
識
用
の
杭
を
担
い
で
い
る
。
山
川
さ
ん
と
私
が
枝
打
ち
鎌
で
登

山
道
に
伸
び
て
い
る
枝
を
切
り
な
が
ら
進
ん
だ
。
２
～
３
年
は
整
備
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
、
小
さ
な
枝
が
伸
び
放
題
に
な
っ
て
い
て
、
登
る
ス
ピ
ー
ド
は
上

が
ら
な
い
。
随
所
に
ピ
ン
ク
の
テ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
新
し
さ

か
ら
消
防
署
員
が
付
け
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。 

落
ち
て
い
た
標
識
を
付
け
直
す
な
ど
を
し
て
、
一
時
間
掛
か
っ
て
尾
根
に
到
着
。 

ヤ
ケ
嵓
を
経
由
し
て
山
頂
を
目
指
し
た
。
１
２
時
少
し
前
に
ヤ
ケ
嵓
到
着
。
左

に
熊
野
灘
、
右
手
に
玉
置
山
が
良
く
見
え
て
い
た
。
眺
望
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
木
を
ノ
コ
で
切
っ
て
登
山
道
に
戻
っ
た
。
ヤ
ケ
嵓
の
分
岐
か
ら
４
０
分
強
で

山
頂
に
到
着
、
ち
ょ
う
ど
一
時
だ
っ
た
。
山
頂
で
は
一
人
の
登
山
者
が
休
憩
中
。 

 
 

 
 

 

笠
捨
山
、
釈
迦
ケ
岳 

 
 
 

 
 

熊
野
灘 

 
 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

山
頂
か
ら
は
、
笠
捨
山
や
釈
迦
ケ
岳
、
七
里
御
浜
が
望
ま
れ
た
。 

 

昼
食
後
、
付
近
の
雑
木
を
２
０
本
ほ
ど
ノ
コ
で
切
除
し
て
眺
望
を
広
げ
、
２

時
丁
度
に
下
山
を
開
始
し
た
。 

１
５
分
ほ
ど
下
っ
た
所
で
、
「
車
の
キ
ー
が
無
い
」
と
山
川
さ
ん
が
言
い
出
し

た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
ザ
ッ
ク
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
山
川
さ
ん
は
先
頭
で
歩
い

て
い
た
の
で
、
途
中
で
落
と
し
た
な
ら
後
続
者
が
気
付
く
は
ず
だ
。
車
が
気
に

な
る
の
か
、
山
川
さ
ん
は
急
い
で
下
山
さ
れ
、
沖
崎
さ
ん
も
後
に
続
い
た
。 

私
は
枝
を
切
り
な
が
ら
普
通
の
ス
ピ
ー
ド
で
下
る
。 

山
頂
か
ら
一
時
間
で
桐
原
登
山
口
に
降
り
立
っ
た
。
急
な
下
り
の
連
続
で
、
平

坦
な
部
分
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
を
登
り
に
使
う
と
時
間
は
短
縮
で

き
る
が
、
足
へ
の
負
担
は
大
き
い
よ
う
に
思
え
た
。 

登
山
口
に
は
消
防
車
両
も
山
川
車
も
無
か
っ
た
。
車
の
キ
ー
は
見
つ
か
っ
た
よ

う
だ
。
１
０
分
ほ
ど
待
っ
て
い
る
と
山
川
、
沖
崎
の
２
台
が
戻
っ
て
き
た
。
ド

ア
の
カ
ギ
穴
に
キ
ー
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
残
し
て
来
た
よ
う
で
、
カ
ギ
は
ロ
ッ



ク
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ヤ
レ
ヤ
レ
一
件
落
着
で
帰
路
に
つ
い
た
。 

(

記
；
梶
野) 
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ノ
泊
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桐
原
登
山
口 

 
 
 
 
 

 
 

本
日
の
ル
ー
ト
（
右
回
り
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

新
宮09

：00

→10

：00

桐
原
登
山
口
→
尾
根
登
山
口10

：12

→11
：52

山
彦

新
道
分
岐
→12

：02

ヤ
ケ
嵓
→13

：00

子
ノ
泊
山
山
頂14

：00

→15
：30

桐

原
登
山
口 

 


